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［事案 2019-260］入院等給付金支払請求  

・令和 2年 5月 14 日 裁定終了 

＜事案の概要＞ 

約款に定める免責事由に該当するとして給付金が支払われなかったことを不服として、入院

等給付金の支払いを求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

自宅のベランダから転落して傷害を負って入院したため、平成 18 年 5 月に契約した終身保

険にもとづき給付金を請求したところ、約款に定める免責事由の故意又は重大な過失に該当す

るとして給付金が支払われなかった。しかし、以下の理由により、給付金を支払ってほしい。 

(1)自分には、本件傷害当時の記憶がない。保険会社は、配偶者が警察通報時に「妻が飛び降

りたようだ」と説明していることを理由にしているが、配偶者は、自分が急にベランダか

らいなくなり、パニックになったため、そのように説明してしまった。 

(2)布団を干す際に、ベランダの干すところと距離のある室外機に足をあてることはあったが、

危ないという認識はなかったので、落ちるとは思っていなかった。 

(3)当時の家庭の状況を鑑みても、自ら飛び降りたり、重過失になるような行為をしたりする

はずがない。 

(4)保険会社は、健忘症を理由に支払いを拒んでいるようでもあるが、健忘症は疲れやストレ

スによって誰にでも出る症状であり、自分の精神疾患の一環ではない。また、医師も本件

傷害を精神疾患が原因とは断定していない。 

＜保険会社の主張＞ 

以下の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)ベランダの壁の高さと申立人の身長を考慮すると、誤って転落する状況ではなく、意図的

にベランダを乗り越えようとしたものである。 

(2)事故状況について、申立人の主張内容は当社の主張に対応して変遷し、最終的には記憶が

ないとして説明を断念しており、ベランダから誤って転落するに至る合理的な説明はでき

ていない。仮に申立人の主張のとおりエアコン室外機に足をかけて布団をたたいていたの

だとしても、申立人の行為は、客観的に見て極めて危険であり、重大な過失がある。 

(3)申立人には複数の精神疾患の既往症があり、正常な判断能力を有していなかったとしても、

本件各特約に定められている「被保険者の精神障害を原因とする事故」という免責事由に

該当する。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会では、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、本件傷害発生時の状況等

を確認するため、申立人に対して事情聴取を行った。 

2.裁定結果 

上記手続の結果、本件傷害は、申立人の故意又は重大な過失によるものと考えざるを得ず、

その他保険会社に指摘すべき特段の個別事情も見出せないことから、和解による解決の見込み

がないと判断して、手続を終了した。 
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